
(57)【要約】
　若々しく、目が細かくて滑らかな皮膚を提供する方法とプロセスが開示されている。こ
の方法とプロセスは皮膚をレチン酸で前処理し、オイル内の異物を皮膚に塗布し、レーザ
ビームで異物を崩壊させて除去するステップを有している。顔面の処置ではこの除去処理
は４分程度で完了する。レーザビームは皮膚を傷つけることなく異物を崩壊させ、真皮内
に熱傷を発生させる。レーザ処理とレチン酸塗布の反復で長期的に皮膚の改善が図られる
。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
皮 膚 の 処 置 法 で あ っ て 、
　 a)コ ラ ー ゲ ン 生 成 促 進 剤 を 塗 布 す る 皮 膚 の 前 処 理 ス テ ッ プ と 、
　 b)皮 膚 の 真 皮 内 に 傷 を 発 生 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 c)傷 発 生 後 に 前 記 コ ラ ー ゲ ン 生 成 促 進 剤 で 皮 膚 を 長 期 処 置 す る ス テ ッ プ と 、
　 d)真 皮 を 慢 性 傷 状 態 に 維 持 す る ス テ ッ プ と 、
を 含 ん で 成 る こ と を 特 徴 と す る 処 置 法 。
【 請 求 項 ２ 】
皮 膚 を 血 管 形 成 促 進 剤 で 前 処 理 及 び 長 期 処 理 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 ん で い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 処 置 法 。
【 請 求 項 ３ 】
コ ラ ー ゲ ン 促 進 剤 は レ チ ン 酸 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 処 置 法 。
【 請 求 項 ４ 】
血 管 形 成 促 進 剤 は レ チ ン 酸 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 処 置 法 。
【 請 求 項 ５ 】
真 皮 内 に 傷 を 発 生 さ せ る ス テ ッ プ は レ ー ザ ビ ー ム で 皮 膚 表 面 の 異 物 を 崩 壊 さ せ る こ と で 提
供 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 処 置 法 。
【 請 求 項 ６ 】
真 皮 内 に 傷 を 発 生 さ せ る ス テ ッ プ は 表 皮 を 無 傷 に 保 つ こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 処
置 法 。
【 請 求 項 ７ 】
真 皮 内 に 慢 性 的 な 傷 を 発 生 さ せ る ス テ ッ プ は 、 当 初 処 置 後 の ６ ヶ 月 間 の レ ー ザ ビ ー ム に よ
る 皮 膚 上 の 異 物 の 反 復 崩 壊 処 置 で 提 供 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 処 置 法 。
【 請 求 項 ８ 】
真 皮 内 に 慢 性 的 な 傷 を 発 生 さ せ る ス テ ッ プ は 、 少 な く と も 年 １ 回 の レ ー ザ ビ ー ム に よ る 皮
膚 上 の 異 物 の 反 復 崩 壊 処 置 で 提 供 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 処 置 法 。
【 請 求 項 ９ 】
真 皮 内 に 傷 を 発 生 さ せ 、 慢 性 的 な 傷 を 維 持 さ せ る ス テ ッ プ は 、 波 長 ８ ０ ０ ｎ Ｍ か ら １ ０ ０
０ ｎ Ｍ 、 １ か ら ２ ０ パ ル ス /秒 、 パ ル ス 時 間 ０ .０ ０ １ か ら １ μ 秒 、 照 射 量 １ か ら ３ Ｊ /ｃ
ｍ 2 で の レ ー ザ ビ ー ム で 皮 膚 上 の 異 物 を 崩 壊 さ せ る こ と で 提 供 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 処 置 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
レ ー ザ ビ ー ム は 波 長 １ ０ ６ ４ ｎ Ｍ 、 パ ル ス 周 波 数 １ ０ /秒 、 パ ル ス 時 間 ０ .０ １ μ 秒 、 照 射
量 ２ .５ Ｊ /ｃ ｍ 2 の も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 処 置 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
レ チ ン 酸 は 月 に ４ 回 か ら １ ６ 回 の ペ ー ス で 皮 膚 に 塗 布 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記
載 の 処 置 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
レ チ ン 酸 は 週 に １ 回 か ら ４ 回 の ペ ー ス で 皮 膚 に 塗 布 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記
載 の 処 置 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
レ チ ン 酸 は 週 に ２ 回 の ペ ー ス で 皮 膚 に 塗 布 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 処 置
法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
レ チ ン 酸 は ０ .０ ５ ％ か ら １ ％ の 濃 度 で 塗 布 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 処 置
法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
レ チ ン 酸 は ０ .１ ％ の 濃 度 で 塗 布 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 処 置 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
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前 処 理 ス テ ッ プ は ２ 週 間 実 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 処 置 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
真 皮 内 の 傷 の 発 生 ス テ ッ プ は ２ 分 間 か ら １ ０ 分 間 で 完 了 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記
載 の 処 置 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
真 皮 内 の 傷 の 発 生 ス テ ッ プ は ４ 分 間 で 完 了 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 処 置 法
。
【 請 求 項 １ ９ 】
皮 膚 を 若 返 ら せ 、 破 損 血 管 、 血 管 腫 、 傷 跡 、 深 皺 、 小 皺 、 色 素 沈 着 、 赤 化 症 を 除 去 す る 目
的 で 利 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 処 置 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
に き び 、 た こ 、 吹 き 出 物 、 乾 癬 、 感 染 症 を 除 去 す る 目 的 で 利 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 処 置 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
皮 膚 の 処 置 プ ロ セ ス で あ っ て 、
　 a)レ チ ン 酸 で 皮 膚 を 前 処 理 す る ス テ ッ プ と 、
　 b)表 皮 を 無 傷 に 保 ち つ つ 皮 膚 上 の 異 物 を 崩 壊 さ せ る こ と で 真 皮 内 に 慢 性 的 な 傷 を 発 生 さ
せ る ス テ ッ プ と 、
　 c)傷 発 生 後 に 前 記 レ チ ン 酸 で 皮 膚 を 長 期 処 理 す る ス テ ッ プ と 、
　 d)少 な く と も 年 に １ 回 の ペ ー ス で レ ー ザ ビ ー ム に よ っ て 皮 膚 表 面 上 の 異 物 を 崩 壊 さ せ 、
表 皮 を 無 傷 に 保 ち つ つ 傷 を 慢 性 化 さ せ る ス テ ッ プ と 、
を 含 ん で 成 る こ と を 特 徴 と す る 処 置 プ ロ セ ス 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
レ チ ン 酸 で の 皮 膚 前 処 理 ス テ ッ プ は ２ 週 間 実 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の
処 置 プ ロ セ ス 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
レ ー ザ ビ ー ム に よ る 異 物 崩 壊 ス テ ッ プ は ２ 分 間 か ら １ ０ 分 間 で 完 了 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ １ 記 載 の 処 置 プ ロ セ ス 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
レ ー ザ ビ ー ム に よ る 異 物 崩 壊 ス テ ッ プ は ４ 分 間 で 完 了 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 記
載 の 処 置 プ ロ セ ス 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
真 皮 内 に 慢 性 的 な 傷 を 発 生 さ せ る ス テ ッ プ は 、 レ チ ン 酸 で の 皮 膚 の 前 処 理 後 の ６ ヶ 月 以 内
で ２ 回 か ら １ ２ 回 の レ ー ザ ビ ー ム に よ る 皮 膚 表 面 上 の 異 物 崩 壊 処 置 を 含 ん で い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の 処 置 プ ロ セ ス 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
真 皮 内 に 慢 性 的 な 傷 を 発 生 さ せ る ス テ ッ プ は 、 レ チ ン 酸 で の 皮 膚 の 前 処 理 後 の ６ ヶ 月 以 内
で ６ 回 の レ ー ザ ビ ー ム に よ る 皮 膚 表 面 上 の 異 物 崩 壊 処 置 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ ５ 記 載 の 処 置 プ ロ セ ス 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
レ ー ザ ビ ー ム は 、 波 長 ８ ０ ０ ｎ Ｍ か ら １ ０ ０ ０ ｎ Ｍ 、 １ か ら ２ ０ パ ル ス /秒 、 パ ル ス 時 間
０ .０ ０ １ か ら １ μ 秒 、 照 射 量 １ か ら ３ Ｊ /ｃ ｍ 2 の も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
１ 記 載 の 処 置 プ ロ セ ス 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
レ ー ザ ビ ー ム は 波 長 １ ０ ６ ４ ｎ Ｍ 、 パ ル ス 周 波 数 １ ０ /秒 、 パ ル ス 時 間 ０ .０ １ μ 秒 、 照 射
量 ２ .５ Ｊ /ｃ ｍ 2 の も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ７ 記 載 の 処 置 プ ロ セ ス 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
レ チ ン 酸 は 月 に ４ 回 か ら １ ６ 回 の ペ ー ス で 皮 膚 に 塗 布 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １
記 載 の 処 置 プ ロ セ ス 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
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レ チ ン 酸 は 週 に １ 回 か ら ４ 回 の ペ ー ス で 皮 膚 に 塗 布 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ９ １
記 載 の 処 置 プ ロ セ ス 。
【 請 求 項 ３ １ 】
レ チ ン 酸 は 週 に ２ 回 の ペ ー ス で 皮 膚 に 塗 布 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ０ 記 載 の 処 置
プ ロ セ ス 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
レ チ ン 酸 は ０ .０ ５ ％ か ら １ ％ の 濃 度 で 塗 布 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の 処
置 プ ロ セ ス 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
レ チ ン 酸 は ０ .１ ％ の 濃 度 で 塗 布 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ２ 記 載 の 処 置 プ ロ セ ス
。
【 請 求 項 ３ ４ 】
皮 膚 を 若 返 ら せ 、 破 損 血 管 、 血 管 腫 、 傷 跡 、 深 皺 、 小 皺 、 色 素 沈 着 、 赤 化 症 を 除 去 す る 目
的 で 利 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ 記 載 の 処 置 プ ロ セ ス 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
に き び 、 た こ 、 吹 き 出 物 、 乾 癬 、 感 染 症 を 除 去 す る 目 的 で 利 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ １ 記 載 の 処 置 プ ロ セ ス 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
レ ー ザ ビ ー ム は Ｑ ス イ ッ チ 式 Ｎ ｄ ： Ｙ Ａ Ｇ レ ー ザ で 提 供 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
８ 記 載 の 処 置 プ ロ セ ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 皮 膚 の レ ー ザ ー 処 置 に 関 す る 。 特 に 真 皮 に 慢 性 傷 を 創 出 し 、 表 皮 を 無 傷 状 態 に
保 ち 、 レ チ ン 酸 で 皮 膚 を 局 部 的 に 前 処 置 及 び 後 処 置 す る レ ー ザ 処 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 皮 膚 の レ ー ザ 光 処 置 は 、 皮 膚 を 若 返 ら せ 、 色 素 を 取 り 除 き 、 脱 毛 さ せ 、 炎 症 を 治 療 す る
目 的 で 利 用 さ れ て い る 。 皮 膚 科 学 や 整 形 美 容 の 分 野 で は レ ー ザ の 利 用 は 基 本 的 に ２ つ の 形
態 に 基 い て い る 。 す な わ ち 、 レ ー ザ 光 エ ネ ル ギ ー を 皮 膚 内 で 熱 エ ネ ル ギ ー に 変 換 さ せ る 熱
効 果 利 用 と 衝 撃 波 に 変 換 さ せ る 物 理 効 果 利 用 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ほ と ん ど の レ ー ザ 処 置 は 熱 効 果 を 利 用 し て 表 皮 の 小 皺 や 薄 皮 を 蒸 発 さ せ 、 コ ラ ー ゲ ン や
皮 膚 を 治 癒 反 応 に よ り 発 生 さ せ る 。 こ の 手 法 は 局 部 あ る い は 全 身 麻 酔 下 で 実 行 さ れ 、 終 了
ま で に 数 時 間 を 要 し 、 回 復 に は １ 、 ２ 週 間 程 度 か か る 。 直 後 の １ 週 間 、 患 者 は 皮 膚 の 発 熱
感 に 悩 ま さ れ る 。 何 箇 所 か の 火 傷 を 負 う 可 能 性 も 否 定 で き ず 、 永 久 的 に 傷 が 残 る こ と も あ
る 。 細 菌 に よ る 炎 症 で 傷 跡 が 残 る こ と も あ る 。 そ の 他 の 副 作 用 に は 皮 膚 の 色 素 変 化 と ヘ ル
ペ ス 性 感 染 症 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 皮 膚 の 外 観 と 特 性 を 改 善 さ せ る た め に レ チ ン 酸 （ レ チ ン Ａ 、 ト レ チ ノ イ ン ） も 局 所 的 皮
膚 処 置 に 使 用 さ れ て い る 。 レ チ ン 酸 は 皮 膚 角 質 層 を 薄 く し て 表 皮 を 厚 く し 、 表 皮 下 の コ ラ
ー ゲ ン を 増 加 さ せ る 。 し か し レ チ ン 酸 は 皮 膚 を 赤 変 さ せ 、 陽 光 に 対 し て 敏 感 に す る 。 レ チ
ン 酸 の 反 復 使 用 で 色 素 が 消 滅 し 、 皮 膚 の 痛 み 、 乾 燥 、 腫 れ 及 び 皮 膚 炎 が 発 生 す る 場 合 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 レ ー ザ 処 置 の 弱 点 を 克 服 し 、 レ チ ン 酸 の 不 都 合 な 副 作 用 を 回 避 す る た め 、 タ ン コ ビ ッ チ
他 （ 米 国 特 許 ６ ０ ３ ６ ６ ８ ４ ） は 、 波 長 １ ０ ６ ４ ｎ ｍ の Ｑ ス イ ッ チ 式 Ｎ ｄ ： Ｙ Ａ Ｇ レ ー ザ
を 使 用 し た 照 射 量 ２ .５ Ｊ /ｃ ｍ 2 に よ る 皮 膚 内 で の 光 力 学 反 応 を 励 起 さ せ る レ ー ザ 処 置 法
を 開 発 し た 。 こ の 種 の レ ー ザ 処 置 で は 皮 膚 に 何 ら 悪 影 響 が 及 ば な い 。 な ぜ な ら 皮 膚 は １ ０
６ ４ ｎ ｍ の 波 長 に 反 応 し な い か ら で あ る 。 し か し 、 ベ ビ ー オ イ ル 内 に 混 入 さ れ た グ ラ フ ァ

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-514142 A 2005.5.19



イ ト ま た は 炭 素 粒 子 の 活 性 液 が 皮 膚 に 塗 布 さ れ る と 、 こ れ ら 粒 子 は １ ０ ６ ４ ｎ ｍ の 波 長 に
反 応 し て 崩 壊 す る 。 レ ー ザ 適 用 に 先 立 っ て 粒 子 は 超 音 波 に よ っ て 皮 膚 角 質 層 下 の 皮 膚 に 埋
め 込 ま れ る 。 そ の 後 の レ ー ザ 光 照 射 に よ る 炭 素 粒 子 の 崩 壊 は 毛 包 や 皮 膚 孔 部 に 局 所 的 な 傷
を 発 生 さ せ る 。 皮 膚 組 織 へ の 目 立 っ た 傷 は 発 生 し な い 。 な ぜ な ら 炭 素 に 吸 収 さ れ な い レ ー
ザ エ ネ ル ギ ー は 皮 膚 内 に て 無 害 に 消 滅 す る か ら で あ る 。 ２ .５ Ｊ /ｃ ｍ 2 の 低 エ ネ ル ギ ー で
あ る た め 、 皮 膚 は 無 傷 状 態 に 残 り 、 典 型 的 な レ ー ザ 処 置 に よ る 副 作 用 は 発 生 し な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 タ ン コ ビ ッ チ の 光 力 学 レ ー ザ 法 は 標 準 的 な 光 熱 レ ー ザ 法 よ り も 安 全 性 が 高 く 、 表 皮 を 傷
付 け な い が 、 皮 膚 の 改 善 に は 比 較 的 に 効 果 が 薄 い 。 な ぜ な ら 、 表 皮 内 で の 炭 素 粒 子 の 崩 壊
に よ る 真 皮 内 の 傷 の 程 度 は 傷 治 癒 過 程 で コ ラ ー ゲ ン を 増 加 さ せ る に は 不 充 分 だ か ら で あ る
。 重 要 な も の は 傷 治 癒 過 程 に お い て コ ラ ー ゲ ン の 増 加 を 促 す 有 効 な 手 段 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 皮 膚 を レ チ ン 酸 で 予 備 処 置 し 、 光 力 学 レ ー ザ 治 療 に よ っ て 真 皮 内 に 慢 性 熱 傷
を 発 生 さ せ 、 皮 膚 の 若 々 し さ を 保 ち 、 少 な く と も 年 １ 回 真 皮 に 熱 傷 を 反 復 発 生 さ せ 、 週 ２
回 程 度 の 頻 度 で レ チ ン 酸 を 局 所 的 に 塗 布 し て 継 続 的 に 皮 膚 改 善 処 置 を 施 す 方 法 を 提 供 す る
。 １ ０ ６ ４ ｎ ｍ の 波 長 で ２ .５ Ｊ /ｃ ｍ 2 の エ ネ ル ギ ー を 発 生 さ せ る Ｑ ス イ ッ チ 式 Ｎ ｄ ： Ｙ
Ａ Ｇ レ ー ザ を 使 用 し て ベ ビ ー オ イ ル 内 に 混 入 さ れ た 炭 素 粒 子 の 局 所 活 性 液 を 蒸 発 さ せ る 。
顔 の １ 回 の 治 療 は 無 麻 酔 下 で ４ 分 間 で あ り 、 回 復 期 間 は 不 要 で あ り 、 処 置 は 比 較 的 に 安 価
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の １ 利 点 は 表 皮 に 損 傷 を 与 え る こ と な く 真 皮 に 慢 性 傷 を 発 生 さ せ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 別 利 点 は レ チ ン 酸 と レ ー ザ に よ り 真 皮 内 で コ ラ ー ゲ ン を 増 加 さ せ る こ と で あ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 別 利 点 は 皮 膚 の 長 期 若 返 り と 改 善 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 別 利 点 は 皮 脂 腺 の 活 性 を 抑 え て 、 に き び を 治 療 及 び 予 防 し 、 皮 膚 の 孔 サ イ ズ を
小 さ く す る （ 皮 膚 を 滑 ら か に す る ） こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 別 利 点 は 低 エ ネ ル ギ ー レ ベ ル で レ ー ザ 処 置 を 施 す こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 別 利 点 は 副 作 用 を 発 生 さ せ ず に レ チ ン 酸 を 利 用 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 別 利 点 は 皮 膚 の 感 染 症 の 改 善 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 別 利 点 は 比 較 的 安 価 に 皮 膚 の 長 期 若 返 り と 改 善 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 別 利 点 は 顔 の １ 回 の 処 置 が ４ 分 で 完 了 す る こ と で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 皮 膚 の 傷 治 癒 は 傷 の 原 因 如 何 に よ ら ず 受 傷 後 １ 年 程 度 か か る 。 最 初 の ５ 日 間 で は 傷 は 炎
症 細 胞 と 新 血 管 を 含 ん で い る 。 続 い て 初 期 形 態 の コ ラ ー ゲ ン が 皮 膚 表 面 に 沿 っ て 生 成 さ れ
る 。 ６ ヶ 月 の 間 、 身 体 は こ の コ ラ ー ゲ ン を 体 内 移 動 さ せ 、 最 も 強 力 な 修 復 を 試 み る 。 ６ ヶ
月 後 、 こ の コ ラ ー ゲ ン は 皮 膚 と 垂 直 な 成 熟 コ ラ ー ゲ ン 蛋 白 質 と 置 き 換 わ る 。 そ の ３ ヶ 月 後
か ら 、 す な わ ち 受 傷 後 の １ ０ ヶ 月 目 、 １ １ ヶ 月 目 及 び １ ２ ヶ 月 目 に 蛋 白 質 繊 維 体 は 絡 み 合
う 。 こ の 状 態 は 傷 が １ /３ 程 度 と な っ て 皮 膚 表 面 か ら 確 認 で き る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 受 傷 １ ２ ヶ 月 後 に 傷 は 活 動 停 止 す る 。 し か し 、 最 初 の ６ ヶ 月 間 の 傷 箇 所 へ の 追 加 的 刺 激
に よ っ て 強 力 な 永 久 修 復 を 求 め る 信 号 が 発 生 す る 。 そ の 後 の ６ ヶ 月 間 で 傷 が 追 加 さ れ る と
傷 部 位 に 成 熟 コ ラ ー ゲ ン が 追 加 さ れ る 。 １ ２ ヶ 月 が 経 過 す る 前 に 傷 が 反 復 し て 追 加 さ れ る
と 、 傷 部 位 は 慢 性 化 し 、 コ ラ ー ゲ ン が さ ら に 増 加 し て 絡 合 状 態 と な り 、 皮 膚 表 面 が さ ら に
収 縮 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は タ ン コ ビ ッ チ レ ー ザ と 活 性 液 を 使 用 し 、 最 初 の ６ ヶ 月 間 に 傷 信 号 を 最 大 化 さ せ
る 方 法 を 提 供 す る 。 タ ン コ ビ ッ チ 法 は 米 国 特 許 ５ ４ ２ ３ ８ ０ ３ と ６ ０ ３ ６ ６ ８ ４ で 解 説 さ
れ て い る 。 し か し 、 本 発 明 で は 活 性 液 は タ ン コ ビ ッ チ 特 許 で の よ う に 超 音 波 で 皮 膚 内 に 強
制 的 に 埋 め こ む 必 要 は な い 。 受 傷 後 の 最 初 の ６ ヶ 月 目 に 一 連 の レ ー ザ 処 置 が 施 さ れ る 。 最
低 限 、 １ ２ ヶ 月 以 内 に １ 回 の レ ー ザ 処 置 が 実 行 さ れ 、 傷 を 活 性 化 さ せ て お く 。 傷 が 活 性 状
態 に な け れ ば 最 初 の ６ ヶ 月 の 傷 再 生 処 置 を 反 復 す る こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 方 法 の 最 初 の ス テ ッ プ は 図 １ の ス テ ッ プ １ ０ で 示 さ れ て い る 。 こ の ス テ ッ プ は
コ ラ ー ゲ ン 生 成 剤 と 脈 管 形 成 剤 、 好 適 に は レ チ ン 酸 、 特 に は そ の 特 殊 形 態 で あ る レ チ ン Ａ
（ ト レ チ ノ イ ン ） 等 に よ る 皮 膚 の 局 部 予 備 処 置 を 提 供 す る 。 レ チ ン 酸 は 皮 膚 の 構 造 を 若 返
ら せ る 。 皮 膚 が 老 齢 化 す る に 連 れ て 真 皮 と 表 皮 の 境 界 部 ２ １ は 平 坦 化 す る （ 図 ２ 参 照 ） 。
レ チ ン 酸 は 境 界 部 ２ １ で 凹 凸 を 維 持 さ せ る 。 若 い と き に は 境 界 部 ２ １ で 生 ま れ る 基 本 細 胞
は ３ 週 間 ご と に 表 皮 層 を 生 成 す る 。 加 年 と 共 に ４ 週 間 か ら ６ 週 間 の サ イ ク ル に な る 。 皮 膚
に 対 す る レ チ ン 酸 投 与 は こ の プ ロ セ ス を ３ 週 間 サ イ ク ル に 戻 す 。 表 皮 細 胞 の 最 上 層 で あ る
角 質 層 は 細 胞 接 着 質 で 結 合 さ れ た 死 亡 細 胞 を 含 ん で い る 。 加 年 に よ っ て こ の 層 は 厚 く な っ
て 外 観 を 衰 え さ せ 、 皮 膚 孔 を 粗 く す る 。 局 所 レ チ ン 酸 は こ の 細 胞 接 着 質 を 直 接 的 に 攻 撃 し
、 角 質 層 を 薄 く し て 皮 膚 の き め を 細 か く す る 。 研 究 で は ０ .０ ５ ％ か ら １ ％ の レ チ ン 酸 濃
度 の 投 与 に よ っ て 真 皮 に 新 コ ラ ー ゲ ン と 新 血 管 が 発 生 す る 。 予 備 処 置 期 間 は １ 週 間 か ら ４
週 間 、 好 適 に は ２ 週 間 で あ り 、 レ チ ン 酸 は 週 ２ 回 、 間 隔 は 少 な く と も ２ 日 の ペ ー ス で 塗 布
さ れ る 。 本 発 明 の レ ー ザ 処 置 は こ の 予 備 処 置 な く て は 効 果 が な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 方 法 の 第 ２ ス テ ッ プ は 図 １ で 示 さ れ て い る よ う に 真 皮 に 慢 性 傷 を 負 わ せ る も の
で あ る 。 こ の 処 置 は 光 力 学 レ ー ザ 処 置 で 提 供 さ れ る 。 レ ー ザ 光 は 皮 膚 と は 直 接 的 に 作 用 せ
ず 、 皮 膚 内 の 異 物 と 作 用 す る 。 異 物 は レ ー ザ 光 を 吸 収 し て 崩 壊 す る 特 性 を 有 す る も の で あ
る 。 好 適 な 異 物 は オ イ ル ２ ０ 内 に 混 入 さ れ た 炭 素 粒 子 ま た は グ ラ フ ァ イ ト 粒 子 で あ り 、 皮
膚 に 塗 布 さ れ る （ 図 ２ ） 。 異 物 す な わ ち 活 性 液 が 皮 膚 に 塗 布 さ れ る と レ ー ザ 処 置 が 開 始 さ
れ る 。 レ ー ザ エ ネ ル ギ ー は 粒 子 の 崩 壊 に 足 る 程 度 に 調 整 さ れ て い る 。 粒 子 が 崩 壊 す る と 角
質 層 が 取 り 除 か れ 、 鉱 物 オ イ ル ２ ０ は 真 皮 内 に 浸 透 し 、 水 の 蒸 発 を 遅 ら せ る こ と で 真 皮 の
水 和 が 促 さ れ る （ 図 ２ ） 。 異 物 粒 子 の 崩 壊 で 発 生 す る 熱 は 真 皮 ２ ２ に 光 熱 傷 を 負 わ し 、 正
常 な 傷 治 癒 が 開 始 す る 。 充 分 な 傷 を 負 わ せ る た め に レ ー ザ 処 置 は ６ ヶ 月 の 期 間 中 に 数 回 実
施 さ れ る 。 好 適 に は ６ 回 で あ る 。 最 初 の ６ ヶ 月 中 に 前 述 の ご と く レ チ ン 酸 が 週 に ２ 回 塗 布
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 レ ー ザ 処 置 と レ チ ン 酸 処 置 に よ る 真 皮 ２ ２ 内 の 新 コ ラ ー ゲ ン の 生 成 は 皮 膚 を 厚 く し 、 ト
ル ゴ ー ル を 増 大 さ せ て 皮 膚 の 目 を 細 か く す る 。 破 損 し た 血 管 、 血 管 腫 瘍 、 縫 合 傷 等 の 傷 跡
も 新 生 コ ラ ー ゲ ン 覆 い 隠 さ れ て 縮 小 す る 。 皮 膚 の 痣 化 は コ ラ ー ゲ ン 増 加 で 軽 減 さ れ る 。 唇
は 赤 く な り 、 深 皺 は 浅 く な り 、 眼 の 周 囲 の く す み は 減 少 す る 。 新 生 コ ラ ー ゲ ン が 深 皺 、 小
皺 と 重 な る と 皺 は 新 生 皮 膚 内 に 埋 没 す る 。 新 生 皮 膚 は レ ー ザ 傷 と 鉱 物 オ イ ル に よ る 鼓 動 特
性 で 輝 き を 取 り 戻 す 。 レ チ ン 酸 と レ ー ザ 処 置 は 協 力 し て 陽 光 や ホ ル モ ン 作 用 に よ る 色 素 沈
着 を 軽 減 す る 。 に き び 等 の 炎 症 に よ る 皮 膚 の 赤 化 も 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 皮 膚 表 面 ま で の 皮 脂 腺 の 近 接 性 や 皮 膚 孔 を 狭 め る 新 生 コ ラ ー ゲ ン の 増 加 に よ り 、 本 発 明
の 方 法 は に き び 等 の 皮 脂 線 関 連 症 の 治 療 に も 有 効 で あ る 。 皮 脂 腺 か ら の 分 泌 量 は 減 少 し 、
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小 さ く な っ た 皮 膚 孔 は 細 菌 の 侵 入 を 阻 害 す る 。 さ ら に 異 物 粒 子 の 崩 壊 に よ る 発 熱 は 皮 膚 及
び 真 皮 内 の 細 菌 、 菌 、 ウ ィ ル ス を 死 滅 さ せ る 。 こ れ に よ っ て 、 例 え ば 足 裏 の た こ 、 水 虫 等
の 菌 関 連 症 に も 有 効 に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 方 法 の 第 ３ ス テ ッ プ は 図 ３ で 示 さ れ て い る よ う に 皮 膚 の 長 期 若 返 り と 皮 膚 状 態
の 改 善 を 図 る た め に 真 皮 の 傷 状 態 の 長 期 継 続 的 維 持 を 提 供 す る 。 こ れ は 本 発 明 の レ ー ザ 処
置 を 少 な く と も 年 に １ 回 、 好 適 に は ２ 回 、 レ チ ン 酸 の 週 ２ 回 の 塗 布 と 共 に 実 施 す る こ と で
提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の プ ロ セ ス は 図 ３ で 示 さ れ て い る 。 第 １ ス テ ッ プ ４ ０ で 前 処 置 が 少 な く と も 週 ２
回 の 皮 膚 へ の レ チ ン 酸 の 塗 布 で 開 始 さ れ る 。 レ チ ン 酸 濃 度 は 約 ０ .０ ５ ％ か ら １ ％ で あ り
、 好 適 に は 約 ０ .１ ％ で あ る 。 前 処 置 期 間 は 好 適 に は ２ 週 間 で あ る 。 次 の ス テ ッ プ ４ １ で
は ベ ビ ー オ イ ル 内 に 混 入 さ れ た グ ラ フ ァ イ ト 粒 子 の 活 性 液 が 皮 膚 に 塗 布 さ れ る 。 グ ラ フ ァ
イ ト と オ イ ル の 比 は 約 １ ： １ か ら １ ： ９ で あ り 、 好 適 に は １ ： ４ で あ る 。 す な わ ち 重 量 で
約 ２ ０ ％ の グ ラ フ ァ イ ト が ８ ０ ％ の オ イ ル 内 に 懸 濁 さ れ る 。 次 の ス テ ッ プ ４ ２ と ４ ３ で レ
ー ザ ビ ー ム が 活 性 液 で 処 理 さ れ た 皮 膚 領 域 に 照 射 さ れ 、 オ イ ル 内 の 炭 素 ま た は グ ラ フ ァ イ
ト 粒 子 を 崩 壊 さ せ て 皮 膚 表 面 か ら 異 物 を 実 質 的 に 排 除 す る 。 こ の 照 射 過 程 は 約 ２ 分 か ら １
０ 分 、 通 常 で は 約 ４ 分 間 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 Ｑ ス イ ッ チ 式 ネ オ ジ ミ ウ ム ： イ ッ ト リ ウ ム -ア ル ミ ニ ウ ム -ガ ー ネ ッ ト （ Ｎ ｄ ： Ｙ Ａ Ｇ ）
レ ー ザ を 本 発 明 の プ ロ セ ス に 使 用 す る こ と が 望 ま し い 。 放 射 線 の 波 長 領 域 は 約 ８ ０ ０ ｎ Ｍ
か ら ２ ０ ０ ０ ｎ Ｍ 、 好 適 に は 約 １ ０ ６ ４ ｎ Ｍ で あ る 。 レ ー ザ か ら の パ ル ス 周 波 数 は 約 １ か
ら ２ ０ /秒 、 好 適 に は 約 １ ０ /秒 で あ る 。 そ れ ぞ れ の パ ル ス 時 間 は 約 ０ .０ ０ １ か ら １ マ イ
ク ロ 秒 、 好 適 に は 約 ０ .０ １ マ イ ク ロ 秒 で あ る 。 活 性 液 で 処 置 さ れ る 皮 膚 の 照 射 量 は 約 １
か ら ３ Ｊ /ｃ ｍ 2 、 好 適 に は 約 ２ .５ Ｊ /ｃ ｍ 2 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 の ス テ ッ プ ４ ４ で レ ー ザ 処 置 は 数 回 反 復 さ れ 、 真 皮 ２ ２ に 慢 性 傷 を 負 わ せ る （ 図 ２ ）
。 こ の プ ロ セ ス は ６ ヶ 月 に ２ 回 か ら １ ２ 回 、 好 適 に は ６ 回 反 復 さ れ る 。 こ の 期 間 中 に レ チ
ン 酸 が 週 に １ 回 か ら ４ 回 、 好 適 に は ２ 回 、 ２ 、 ３ 日 を 置 い て 皮 膚 に 塗 布 さ れ る 。 レ チ ン 酸
の 塗 布 形 態 は 月 毎 に 変 動 さ せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 月 に ４ 回 か ら １ ６ 回 、 好 適 に は ８
回 塗 布 で き 、 所 定 の 月 内 で １ 週 間 ま た は ２ 週 間 内 に 全 て 実 施 す る こ と が で き る が 、 好 適 に
は 週 毎 に 実 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 の ス テ ッ プ ４ ５ で レ ー ザ プ ロ セ ス は 次 の ６ ヶ 月 で 少 な く と も １ 回 繰 り 返 さ れ 、 そ の 後
に は 少 な く と も 年 に １ 回 、 好 適 に は 年 に ２ 回 繰 り 返 さ れ る 。 こ の よ う な 処 置 で 真 皮 に 長 期
傷 が 維 持 さ れ る 。 同 時 に レ チ ン 酸 が 前 述 の よ う に 週 単 位 で 塗 布 さ れ る 。 レ ー ザ と レ チ ン 酸
に よ る こ の よ う な 継 続 処 置 で 皮 膚 は 若 く 保 た れ 、 皮 膚 の 治 癒 効 果 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ は に き び 皮 膚 に 対 す る 本 発 明 の レ ー ザ 法 の 効 果 を 例 示 し て い る 。 処 置 前 の 患 者 皮 膚
と ６ ヶ 月 の 処 置 後 の 患 者 皮 膚 の 状 態 変 化 が 示 さ れ て い る 。 皮 膚 の 傷 跡 程 度 は 軽 減 さ れ て お
り 、 に き び の 進 行 は 阻 止 さ れ て い る 。 加 え て 表 皮 は 正 常 状 態 を 保 っ て い る 。 本 発 明 の 方 法
に よ る さ ら な る 継 続 的 な 処 置 に よ っ て 皮 膚 の 状 態 が さ ら に 改 善 さ れ る も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 述 の 説 明 は 本 発 明 の 特 定 実 施 例 に 関 す る も の で あ る 。 本 発 明 の 範 囲 内 で の そ れ ら 実 施
例 の 変 更 は 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 コ ラ ー ゲ ン を 増 加 さ せ 、 血 管 の 成 長 を 促 す レ チ ン 酸 以 外
の 物 質 で も 利 用 が 可 能 で あ る 。 他 の レ ー ザ シ ス テ ム も 同 様 に 利 用 が 可 能 で あ る 。 ま た 活 性
液 は 他 種 の オ イ ル や 異 物 で 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 図 １ は 本 発 明 の 方 法 を 解 説 す る 。
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【 図 ２ 】 図 ２ は 本 発 明 の 方 法 が 適 用 さ れ る 皮 膚 の 断 面 図 で あ り 、 熱 及 び オ イ ル の 役 割 を 示
す 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 本 発 明 の 処 置 段 階 を 解 説 す る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 本 発 明 の レ ー ザ 処 置 に よ る に き び 改 善 例 を 示 す 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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